



















































































































































工作は、少くとも 1941（昭和 16）年 7 月か
らの第 1 期、同年 9 月からの第 2 期、翌 1942
年 2 月からの第 3 期と言うように、地域と
時期を区切りつつ、1945 年の日本敗戦まで
継続された。
 1943 年 9 月、清郷委員会主任李士群が暗
殺されると(8)、清郷工作自体が次第に活動を
緩め、惰性の中で繰り返されるようになる


































 6 月 1 日（火）午前 7 時 20 分、雨天の
中を徐家匯の書院を出発し、午前 10 時 25



















































































































ことであろう。年齢的には 30 代が 5 人、40
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(4) 『国民政府ノ日本政府ニ対スル要望書』昭和十六年五月（防衛庁戦史室『戦史叢書 支那事変陸軍作戦
〈３〉昭和十六年十二月まで』朝雲新聞社 昭和 50 年 11 月）414 頁。 







の鉄道は連日爆破され、半身不随となっていた。」（晴氣慶胤『上海テロ工作 76 号』毎日新聞社 昭和 55
年４月 188～189 頁）と回想する。 
(6)このことに関し、影佐貞昭は「淸鄕工作の眼目は該地域民衆の安居楽業を期し該地域の政治、経済、軍
事等凡てを支那側に委譲して該地域より日本の軍隊其の他の機関を撤去し以てこの地域に対する支那の政
治的独立を期するを目的とする」（「曾走路我記」臼井勝美編『現代史資料第 13 巻 日中戦争 5』みすず書
房 1966 年 7 月 388 頁）と述べている。なお、「曾走路我記」の日付は昭和 18 年 12 月、「ニウブリテン
島ラバウル」にてとあり、影佐が中国からラバウルに異動した後、「仍て唯脳裏に浮かべる儘を系統もなく
秩序もなく口述し副官大庭春雄中尉に其筆記を依頼した」とある（同書 349 頁）。 
(7)前掲『支那事変陸軍作戦〈３〉』415 頁。同書では、これを澤田中将陣中日記より引用としている。なお、
引用文は表現、仮名遣い、漢字などすべて同書のまま。 
(8)前掲晴氣慶胤『上海テロ工作 76 号』188～222 頁。ここでは「特務の末路」の章に「李士群毒殺され
る」が収められ、李士群の暗殺によって清郷工作も頓挫していく様子が描かれている。清郷工作自体も、
戦後の回憶であるので留保を付けた解釈が必要とはなるが「竹矢来の中の楽土」と皮肉な書きようで記さ
れている。なお、李士群は 1941 年 5 月に清郷委員会秘書長兼駐蘇弁事処主任となって清郷工作では中国
側の中心となり、翌 42 年には江蘇省主席となった（王恵農「李士群与“76 号”」全国政協文史資料委員会




(9)拙稿「南京 1945 年 8～9 月：支那派遣軍から総連絡班へ」（『愛知大学国際問題研究所紀要』No.143、






(11)亀井と同じ第 75 巻に日誌が収録されている。 
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(12)有野芳郎「支那家族制度」、金海政秀「常熟県集荷配給機構について」、川崎宏太郎「常熟県金融機関調
査報告」であり、いずれも第 197 巻に収録されている。 







ける教員層の検討を通して－」『同文書院記念報 』VOL.24、2016 年 3 月、58 頁）。なお、大島隆雄『アジ
ア・太平洋戦争下における東亜同文書院の変容―いわゆる「評価問題」と「止揚の諸契機 に着目して一』


















子訳『温故一九四二 人間の条件 1942 ―誰が中国の飢餓難民を救ったか―』集広社、2016 年 1 月。なお、





(23)亀井報告 3～4 頁。 
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(24)拙著『摩擦と合作 新四軍 1937～1941』愛知大学国際問題研究所叢書、創土社、2003 年 2 月。 
(25)亀井報告 5～6 頁。 




(29)「滬同文書院教授 率学生蒞蘇調査」（『江蘇日報』民国 32 年 6 月 8 日第 2 面）。『江蘇日報』は、汪政
権江蘇省政府の所在地である蘇州で発行されていた一般紙。もちろん汪政権寄り、親日的な報道姿勢であ




報』は民国 28 年 9 月 23 日刊行が第 409 号であり、日刊紙が滞りなく発行されていたと仮定すれば、民国
27 年、すなわち 1938 年 7 月始めに創刊されたと考えられる。報道姿勢は当初より親日的であったと考え
られる。なお、『江蘇日報』は民国 34 年 9 月 7 日が最終刊であり、日本敗戦後のため、蔣介石支持に紙面
が変わっている。 






















                                                                                                                                                     
【資料 1】 
旅行日誌：昭和 18 年度 
 ・常熟班 
     学部 2 年 亀井壯介（第 75 巻 pp.179～190） 
6 月 1 日雨天 出発 
  午前 7：20 学校発 
  午前 10：25 上海発の列車に乗車、蘇州へ 
    ・小竹教授 和平軍兵士銃殺とのこと 
      ・「満鉄の人」に暴行の由 
    ・崑山を過ぎると、田植 
  午後 1:10 蘇州着 雨天 
    ・部隊に向かう 
  午後 2：00～5：00 安藤大佐 
    ・淸鄕工作に関する訓話 
  午後 6：00 下士官室へ、その後外出：下士官室に宿泊か？ 
    ・大丸に「飛石先生」訪問 
6 月 2 日 午前 8：45 部隊出発、軍用トラック乗車 
  午前 10：00 常熟着 
    ・憲兵隊、県庁にあいさつ訪問 
  午後 9：00 調査に関する打合せ 
    ・宿泊：常熟部隊内、「涼しくて良い」 
6 月 3 日 午前 9：00 頃より 連絡官室訪問 
    ・旧連絡官森下氏より 3 時間の長時間説明 
       ・全県全般の事情････｢造詣の深きお話｣｢得る所大｣ 
  午後 県政府訪問 
    ・県長王崑山氏に面会 
    ・行政関係王新五氏に面会 
  夜 馬場君と「支那服」にて散歩、「老酒」にて気焔 
6 月 4 日 曇天 午前中 飛石・斉伯教授と虞山にて遊ぶ、旧址訪問 
   午後 連絡部へ､「資料を写す」､その後斉伯教授と茶館で間（閑？）談 
6 月 5 日 午前中 連絡部、県政府にて調査 
   ・飛石教授、馬場、早瀬君と東門外に、民船にて城内へ 
   ・故山本元帥国葬日、東門外に国旗（日の丸？）掲揚 
     ・「宣伝部鍾氏の努力」 
6 月 6 日 最初の晴天 鍾先生と興福寺へ、途中新公園へ 
  午後 2：00 帰隊、兵営より日本酒 
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6 月 7 日 端午節 曇天 
  午前中 連絡官室、県政府で調査 
  夜 数野君と南門外で老酒、飛石先生とお別れ 
   ・南門外で日本人が拳銃を突きつけられた事件あり、夜部隊出動 
6 月 8 日 大詔奉戴日  
  早朝 黙祷、宮城遙拝 連絡部へ 
  夜 数野君と散歩、常熟芝居を見る 
6 月 9 日 晴天 午前中 連絡部にて調査 
   午後 1：00 有志有野君、高瀬君、木下君と小生、軍とともに滸浦口へ 
     ・今回旅行の圧巻 
   午後 5：30 クリークを伝い、滸浦口へ 
     ・かつて塩密輸地として有名 
     ・揚子江に臨み、｢塩臭い｣ 
     ・訓練部隊長、｢我々の来た事を大いに喜んで下さった｣ 
   夜 部隊長と町を見学 
   ・官舎に寝る 
6 月 10 日 晴天 午前 8：00 乗船、「戎克に始めて乗った」 
     ・「沿岸には竹矢来がづらづらっと続いてゐる」 
     ・北新閘へ、その後杜甫で王巷へ巡察 
     ・和平軍に対し部隊長の通訳 
   夜 「田舎料理に花が咲く」 
6 月 11 日 晴天 早朝 5：30 北閘を起床（文章に乱れ）、一路滸浦へ向かう 
   午前 12：00 滸浦着 
        ・土産に土産老布の支那服購入 
   午後 2：00 乗船、常熟へ 
6 月 12 日 曇天 「領事館の証明書の件にて明日常熟を去る」 
   ・馬場兄と区公所、陳公所訪問、調査 
6 月 13 日 上海に帰る 
6 月 14 日 領事館に行く、青島行きの準備 
6 月 15 日 上海にて浩然の気を養う 
6 月 16 日 午前 9：30 上海港出帆、北上 
6 月 17 日 曇天 午後 4：00 青島着 
   ・散歩 
   ・大阪外語同窓会支部に羽根田氏を訪問 




                                                                                                                                                     
【資料 2】 
調査報告書：常熟県県政調査（197 巻 pp.263～353） 






























  （イ）氏名（ロ）本籍（ハ）年齢（ニ）学歴（ホ）職業経歴（ヘ）党派別 
  （ト）思想動向（チ）対職務忠実度（リ）新政治理念の認識度 
  特に県長に付き人格徳望識見統率力を記入 
2．科員、弁事員、書記及び此等と同等以上の県行政人員に付き次の事項を一覧   
69
同文書院記念報　Vol. 28（2020.03.31）
                                                                                                                                                     
表に作成 
    （イ）氏名（ロ）本籍（ハ）年齢（ニ）学歴（ホ）職業経歴（ヘ）派閥 



















    能率低級なるときは其の主なる原因を列挙 























































                                                                                                                                                     





























 江蘇 常熟  復旦大学卒業 復旦大学助教授 高し
民徳中学教導主任
清郷区東亜聯盟指導委員会委員
















 第一科長 楊紹遇 常熟  江蘇公立南菁学校卒業 常熟県公署民生科科長
常熟特別区公署第一科科長


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































氏名 年齢 出身地 学歴 経歴
 周起之  常熟 上海神州大学法学部卒業 常熟蘇州上海河南教育行政司法職務
前常熟自治会会計科長
常熟県公署第二科科員
 趙会誕  常熟 浙江省立法政専門学校法律本科卒業 前常熟県政府第三科科員
 孫靖夷  常熟 常熟鄕村師範卒業 前常熟自治会課員
常熟県公署公署県政府科員
保甲副主任
 孫建業  儀徴 南京文化学院卒業 儀徴県第四区区長
事務員
 陳韻和  常熟 初級中学卒業 前県政府書記及特別区公署事務員
 呉鴻魁  常熟 江蘇輿地測量隊卒業 崇明県測量員
常熟県公署
県政府助理工程員
 劉国彦  河北東光 高等学校卒業 書記
科員
書記
 奚善安  常熟 常熟法政講習所卒業 常熟地方法院検察庁書記員兼理司法
常熟県公署書記員
常熟県公署県政府特別区公署書記
 ?元培  常熟 常熟民徳中学高中部卒業 常熟特別区公署書記
 金印六  常熟 文化学院卒業 前常熟禁煙局科員
農業指導員
 銭棣孫  常熟 中法大学卒業 常熟県立農場助理員
２．科員等
氏名 年齢 出身地 学歴 経歴
科員
㻝 周起之 㻡㻝 常熟 上海神州大学法学部卒業 常熟蘇州上海河南教育行政司法職務
前 自治会会計 長
常熟県公署第二科科員
㻞 趙会誕 㻠㻣 常熟 浙江省立法政専門学校法律
本科卒業 前常熟県政府第三科科員
㻟 孫靖夷 㻠㻥 常熟 常熟鄕村師範卒業 前常熟自治会課員
常熟県公署公署県政府科員
保甲副主任
㻝 孫建業 㻟㻜 儀徴 南京文化学院卒業 儀徴県第四区区長
事務員
㻝 陳韻和 㻠㻠 常熟 初級中学卒業 前県政府書記及特別区公署事務員
㻞 呉鴻魁 㻠㻤 常熟 江蘇輿地測量隊卒業 崇明県測量員
常熟県公署
県政府助理工程員
㻟 劉国彦 㻞㻣 河北東光 高等学校卒業 書記
科員
書記




㻞 蔣元培 㻟㻞 常熟 常熟民徳中学高中部卒業 常熟特別区公署書記
㻟 金印六 㻟㻜 常熟 文化学院卒業 前常熟禁煙局科員
農業指導員
㻝 銭棣孫 㻠㻜 常熟 中法大学卒業 常熟県立農場助理員
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3．郷鎮長一覧：常熟県第二区郷鎮長姓名表（三十三年二月作成に依る） 
 
郷鎮別 郷鎮長姓名別 性別 年齢 本籍 学歴 経歴
 梅北鎮 張洪興 男  常熟 高小卒業 地方公益をなす
 聚沙郷 唐耀祖 〃  〃 〃 保長郷長代理をなす
 赤烏郷 黄応南 〃  〃 初中卒業 地方公益をしてすこぶる成績あり
 師徳郷 喬暢懐 〃  〃 高小卒業 現在商会理事長
 竹絲郷 金杏生 〃  〃 初中中途退学 保長をなす
 留下鄕 曹信孚 〃  〃 初中卒業 〃
 師橋郷 徐祖蔭 〃  〃 高小卒業 地方公益をなす
 大ﾁ（水＋土）橋 呉復初 〃  〃 高中卒業 郷長をやる
 湧金郷 ?佩玉 〃  〃 初中卒業 地方公益をやる
 趙市郷 任慶成 〃  〃 〃 〃
 洞堰郷 趙啓元 〃  〃 〃 〃
 ?港郷 陸永夫 〃  〃 〃 催徴吏たり
 周行郷 任炳年 〃  〃 初中卒業 地方公益
 塘口郷 章受伯 〃  〃 高中卒業 郷長をやる
 塘橋郷 毛鵬華 〃  〃 高小中退 地方公益
 虹橋郷 蔡軼夫 〃  〃 高中卒業 浦東中学教員
 聚泉鎮 沈雲ﾅﾝ（口＋男＝喃）　 〃  〃 高小卒業 郷公所事務員
 古段郷 曹寅臣 〃  〃 〃 郷長をやる
 寨角郷 呂心誠 〃  〃 〃 〃
 珍門郷 陳善衍 〃  〃 高中卒業 浙江省地方法院録事
 万善郷 陳国華 〃  〃 高小卒業 初小教員
 萬柳郷 馮玉書 〃  〃 〃 郷長をやる
 淘沙郷 高仰水 〃  〃 高中卒業 初小教員
 王市鎮 黄人端 〃  〃 高小卒業 耿涇区助理をやる
 南陽郷 汪東元 〃  〃 初小卒業 地方公益
 曇花郷 劉旭初 〃  〃 〃 薬業執委及保長
 ｼｮｸ（足＋鳥）城郷 陶星? 〃  〃 高小卒業 地方公益
 龍?郷 陶星 〃  〃 初中卒業 耿涇区長第二区副区長
 万花郷 張国慶 〃  〃 初小卒業 地方公益
 鄧市郷 顧増元 〃  〃 高小卒業 初小教員
 福堡鎮 丁寿康 〃  〃 初中卒業 教職員をやる
 武安郷 沈信長 〃  〃 高中卒業 地方公益
 ｶﾝ（艸＋隹）浦郷 周宝ｼﾝ（深の?が玉） 〃  〃 〃 郷長をやる
郷鎮別 郷鎮長姓名別 性別 年齢 本籍 学歴 経歴
1 梅北鎮 張洪興 男 㻠㻡 常熟 高小卒業 地方公益をなす
2 聚沙郷 唐耀祖 〃 㻠㻝 〃 〃 保長郷長代理をなす
3 赤烏郷 黄応南 〃 㻟㻥 〃 初中卒業 地方公益をしてすこぶる
成績あり
4 師徳郷 喬暢懐 〃 㻟㻤 〃 高小卒業 現在商会理事長
5 竹絲郷 金杏生 〃 㻟㻢 〃 初中中途退学 保長をなす
6 留下鄕 曹信孚 〃 㻠㻝 〃 初中卒業 〃
7 師橋郷 徐祖蔭 〃 㻟㻤 〃 高小卒業 地方公益をなす
8 大ﾁ（水＋土）橋 呉復初 〃 㻟㻥 〃 高中卒業 郷長をやる
9 湧金郷 䔥佩玉 〃 㻠㻞 〃 初中卒業 地方公益をやる
10 趙市郷 任慶成 〃 㻟㻣 〃 〃 〃
11 洞堰郷 趙啓元 〃 㻟㻜 〃 〃 〃
12 圩港郷 陸永夫 〃 㻟㻣 〃 〃 催徴吏たり
13 周行郷 任炳年 〃 㻟㻜 〃 初中卒業 地方公益
14 塘口郷 章受伯 〃 㻠㻟 〃 高中卒業 郷長をやる
15 塘橋郷 毛鵬華 〃 㻠㻜 〃 高小中退 地方公益
16 虹橋郷 蔡軼夫 〃 㻞㻤 〃 高中卒業 浦東中学教員
17 聚泉鎮 沈雲ﾅﾝ
（口＋男＝喃）
〃 㻟㻜 〃 高小卒業 郷公所事務員
18 古段郷 曹寅臣 〃 㻠㻢 〃 〃 郷長をやる
19 寨角郷 呂心誠 〃 㻠㻝 〃 〃 〃
20 珍門郷 陳善衍 〃 㻡㻡 〃 高中卒業 浙江省地方法院録事
21 万善郷 陳国華 〃 㻟㻡 〃 高小卒業 初小教員
22 萬柳郷 馮玉書 〃 㻠㻟 〃 〃 郷長をやる
23 淘沙郷 高仰水 〃 㻠㻣 〃 高中卒業 初小教員
24 王市鎮 黄人端 〃 㻠㻟 〃 高小卒業 耿涇区助理をやる
25 南陽郷 汪東元 〃 㻠㻜 〃 初小卒業 地方公益
26 曇花郷 劉旭初 〃 㻠㻟 〃 〃 薬業執委及保長
27 ｼｮｸ（足＋鳥）
城郷 陶星璐
〃 㻟㻜 〃 高小卒業 地方公益
28 龍墩郷 陶星 〃 㻟㻟 〃 初中卒業 耿涇区長第二区副区長
29 万花郷 張国慶 〃 㻠㻠 〃 初小卒業 地方公益
30 鄧市郷 顧増元 〃 㻟㻡 〃 高小卒業 初小教員
31 福堡鎮 丁寿康 〃 㻟㻢 〃 初中卒業 教職員をやる




〃 㻠㻝 〃 〃 郷長をやる
３．郷鎮長一覧：常熟県第二区郷鎮長姓名表（三十三年二月作成に依る）
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